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は じめに   

現代の文章を苛の文責と比較すると、いろいろな違いが指摘されるが、多様  

性と合目的性とを現代文茸の大きな特徴に数えてもよいだろう。かつて日本語  

の文章は、和文体、漢文体、和漢混常体などに分類されるのが普通であった。  

あるいは、西欧の文章論の分類法を借用して、記英文（Discription）、叙事文  

（Narration）、説明文（Exposition）、議論文（Argument）などに分凝するものも  

あるが1）、これとて、「あらゆる文章が哉然其中の一種に属して、他種の要素を  

雑へぬといふのではない」と五十嵐力の言うように2）、必ずしも絶対的な分摂  

とも思われない。ただし、この分繹法は、先の和文・漢文などの文体による分  

顆よりは機能的であり、教育界でほそれなりに意味を持つものであった。大正  

期の児童生徒の文集などを見ると、内容は昇っても、吾きぶりが共通する文章  

が多く見られるのほ、恐らく当時の児童生徒が、教科書の文章などを手本とし  

て、貴簡文はかく書くもの、記事文はこう述べるもの、と教えられ、みずから  

もその型にならって文章を作ったという事情を反映しているのであろう。小学  

上級の児童が花見の記事を苦くのに「吾一瓢を携へて塁堤に遊ぷ」と書き起し  

たというのは、その辺の消息を伝える逸話のように思われる。   

現代においては、一部の文人を別にすれば、和文や漢文の伝統をふまえて文  

章を苦く人もなくなった。かつての和文系、漠文系、欧文翻訳系などの文章  

は、今や相互に融け合って、それぞれに長を採り短を補い、滞然一体となっ  

て、一帯の現代文体を形成していると見られる。書簡文でも、儀礼的な通知や  

挨拶状は別であるが、一般の私信には、前文一本文一末文の形式を踏襲する書  

き方さえ減少しつつあるようである。   

それでは、現代の文章に型はないのだろうか。そうではあるまい。用語や修  

辞法を基準にした和文と漠支というような対立はもはや存在しえないし、ま  

た、叙事文、議論文の型を守って書くことも今はなくなった。その代り、現代  
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では、文章ほそれぞれの分野ごとに機能や目的によって一種の型を作っている  

と見られる。例えば新聞記事の文体は、他の分野には見られない独自のもので  

あるし、同じ新聞でもコラムや匿名批評の文章はまた、それぞれに個性があっ  

て、一読して他と紛れることがない。それは、報道なり軽評論なりの機能や目  

的にもっとも適合する表現を追求した結果、現在見るような型に到達した、と  

いうことであって、ああいう型が初めからあって、それに合わせて記事やコラ  

ムが書かれている、というのではあるまい。もっとも現在見るようなああいう  

書き方が機能的に最上のものであるかどうかほ別である。それはともかく現  

在、報道記事の文体、批評の文体というものにある塾ができている事実は否定  

できないであろう。考えてみると、先に挙げた通知や挨拶状の、型にはまった  

書き方さえも、それはそれなりに、固有名詞を入れ替えるだけでだれにも大過  

なく通用するという、即席性とでもいうべき一 枚の機能を果しているのであっ  

て、やはり現代の文体の一つと見てよいように忍う。   

現代文章の置かれたそのような環境にあって、一つの特色ある存在ほ広告の  

文体であろう。それは第一に広告の文体という独自の型を持っていながら、そ  

の範囲内で実に多様であり変化に富む。第二にそれは機能の限界を求めてたえ  

ず発展し変遷する。第三にそれはその目的を果すためにも現代の世情人心を敏  

感に反映する。従って広告の推移変遷を見れは、そこに世相の変化がかなり正  

確にたどられる。また、広告の文章には、言葉のさまざまな技法が用いられて  

いて、まさに現代のアンソロジイの観さえある。従って、それぞれの広告の秀  

作を集めてその表現を分析しその意図や効果を考えるのは、なかなかに楽しい  

ものである。   

筑波大学の共通科目「国語」には、幾本かの柱があるが、現代文茸の研究も  

その一本になっている。何が現代文章を代表するものであるかは、にわかに  

判断できないが、広告の文章がその一翼を担うものと考えてそう誤りはあるま  

い。そう考えて、数年前から広告コピイの分析と吟味を「国語」の文章研究の  

一環として取りあげてきた。その過程で収集した広告コピイがかなりの量に達  

したので、それらを、訴求効果と修辞効果という二つの面から、それぞれいく  

つか町類型に分析した。以下の本文で考察を加えるのがそれである。ただし、  

広告の媒体ほ数多いが、ここでは、主として車内広告、新聞広告、雑誌広告な  

どを中心に取り上げてみたい。テレビ広告ほ映像が主役を占めるという点で、  

また、ラジオのコマー∵ンヤルは瞬時性という点で、いずれも紙面広告とはいさ  

さか性格を異にするからである。   
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丸 訴求効果による分類  

ここで訴求効果というのほ、その広告コピイの提供者、つまり広苫主が、  

どのような表現によって消費者の心に訴え、その心を惹きつけようとしている  

か、という観点からコピイの表現効果を考えたものである。多少紛らわしいも  

のや重複するものもあるが、はば次の13の型に分顆できよう。   

1．表 示 型   

その商品がいかに優秀で、消費者にいかに有利なものであるかを、その商品  

の内容や特性を強調することによって示そうとするのがこの型である。ちょう  

ど新聞の見出しが記事の内容を要約して表示するのに似ているので、見出し型  

と名付けてもよい。いわば広告の最も某本的なスタイルで、「歳末大売り出し」  

「クリアランス・セ←ル」「全商品2割引き」など、われわれが車内広告ぞ折込  

広告で目にするものの大部分がこれに属する。中でやや変ったものを、二、三  

挙げると、  

通し柱4寸   

53年1月、私鉄車内の所見で、不動産会社の広告である。商品の堅牢性を数  

字で具体的に示したもの。「術づくり17年」（54年5月、私鉄車内所見）な  

ども、会社の実績を誇示することで、間接的に商品の優秀性を示そうとするも  

ので、この仲間に加えてよいだろう。  

GO．／ 北海道 北をグルリ  

GO．／ 沖縄与論 南へドプソ   

53年6月、日刊新聞紙に掲載のもの。広告主は大手の旅行代理店である。い  

わゆる／ミック旅行の広告で、行先と旅行の経路の大筋をリズミカルに表示して  

いる。  

名画いっぽん錬り   

53年5月、日刊新聞紙上所見。カセットビデオ装置の広告で、商品の便利さ  

と経1丹性を「カツオの一本釣り」をもじった言い回しで巧みに訴えている。  

2．解 説 型   

表示型から一歩を進めて、商品の内容や特色を解説するもの。広告文全体と   
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してはけっこう多いはずであるが、短い、簡潔な表現を生命とするコピイでは  

あまり見られないタイプである。  

1が結ばれ 今日から We   

54年8月、私鉄車内所見。結婚式場の広告である。文字遊びの要素の弓凱、も  

のであるが、内容ほ、結婚式場の機能を手厚かに説明したものになっている。  

腰の低い働き老   

53年1月、新聞紙上所見のもので、自動車のコマーシャルである。車のボデ  

ィの低いことと機動性に富むこととを擬人法を用いて表現したもので、一点表  

示というよりは、説明的な要素が漉いと思われる。  

乱 説 得 型   

解説ないし説明から一歩を進め、積極的に消費者を説得しようという姿勢が  

文面にはっきり見られるもの。  

顔の広さがモノサシです   

53年6月に新関紙上所見のもの。クレジットカードの広告である。用途の広  

さという商品の特色をさりげない振人法で表現したものである。  

和めしはいぎ出陣のエネルギ←   

52年12月私鉄車内所見のもの。広告主は農業協同組合である。5・7・5の音  

数律を採り、「いぎ出陣」という古めかLい、誇張された表現を用いて米飯の  

消費をすすめている。  

遠くの親戚より近くの00   

同じく52年12月に私鉄軍内で見られたもので、サラリrマン金融の広告。  

「00」の個所は商品名が入っているので、このレポ←トでは伏字とした。言  

うまでもなく「遠くの親戚より近くの他人」という保護のパロディでローンの  
便利さを強調し、その利用を呼びかけたもの。一般に、サラリーマソ金融は、  

社会の批判を受けることが強く、中には悪質なものもあるということだが、業  

界の祝争が激しいせいか、広告の表現には時折面白いものが見られるようであ  

る。   
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4．問いかけ型   

広告主（販売者）が消費者・（使用者）に問いかける、という形の表現を採る  

もので、問いかけによってその商品の必勢性を消費者に自覚させよう、つい  

で、潜在的な購買心を刺蘭しようとするものと、商品の有利さを同按売り込も  

うとするものと、二種顆に分かれるようである。  

どんな更にしますか   

53年6月、私鉄車内所見で、広告主は銀行である。一見銀行の営業とは無関  

係な問いかけのようであるが、6月という掲出の時機を考えると 、当然ボーナ  

スを当て込んだものであろう。夏の生活を計画的に送り、余計な出費を抑えて  

預金に回せ、という意味と思われる。刺激型としても毛色の変ったものである  

が、一応ここに分類しておく。  

鈍行で行きますか。超特急で飛びますか。   

航空会社の広告で、53年4月に日刊紙に掲載されたものである。言うまでも  

なく、航空機を利用した旅行の有効性、快適さを言外に強調したものである。  

「……か‥＝・・ か」と消費者に選択を迫っている点からは、選択型と名付けても  

よい文型である。  

これからほ明るさは変えずに点けながら節電。  

消して節電するか。明るく、節電するか。   

家庭電器メーカーの省電力型螢光ランプの広告で、やはり53年日刊紙上に  

掲載されたものである。これも前例と同じく、二者択一という形で問いかける  

もの。ただし、こちらのほうは商品の有効性を直接強調している点が銀行の広  

告などと違う。  

（〕000  
脱がムズムズしてますね   

53年1月に旅行代理店のパンフレットに掲載されたゴルフツアトの宣伝であ  

る。型としてほ購買心刺激型であろう。問いかけというより呼びかけというの  

がふさわしいかもしれない。  

5．呼びかけ型  

問いかけよりももうー歩積極的に商品の利用を呼びかけるもので、問いかけ   
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型と並んで広告コピイには多く見られるものである。これにも、閂買心を刺徹  

しようとするものと、積極的に商品の利用をすすめる形式のものとがある。  

】一＿ カ 
ード適齢期   

54年4月、私鉄車内所見のもので、クレジットカ【ドの広告である。4月に  

社会人になった若い女性に対して、あなたも適新聞ですよ、と呼びかけたも  

の。体言止めを用いて、明らかな呼びかけにはなっていないが、商品を忙「按表  

現面に出している点でほ、商品の利用をすすめる形式に民する。  

澄んだ目で、まっすぐに歩きませんか。   

コンタクトレソズの広告で、52年12月、私鉄車内所見のものである。コピ  

イの下にはカニの絵が入っていた。もちろん漬按商品の利用をすナめるもので  

なく、いわば購買欲を誘導するような手法のものである。  

日本てやっぱりいいですね   
生まれた国ですもの・…■・   

53年に日刊新聞紙上に掲載された国債の広告である。こういうふうに呼びか  

けて一種の愛国心を目覚めさせ、それに乗じて国債を買わせようとするのであ  

ろうか。エコノミックアニマルと呼ばれる現代の日本人にどれだけ有効に働く  

かは疑問であるが、ともあれ、呼びかけ型の一種であることに間違いない。  

足をのばして、広い部屋   

不動産の広告で、53年5月やほり日刊新聞紙掲載のもの。広い部屋で尼を伸  

ばしてくれ、という呼びかけであろうか。あるいは、少し郊外に足を延ばして  

もっと広い部累を求めたら、という勧告ともとれる。言葉の並び方からすると、  

後者の解釈が自然であるが、七五調にするための倒置ととることもできるの  

で、一応呼びかけ型に入れた。広告主としては、「足をのほす」に両方の意味  

を利かせているつもりかもしれない。型としては、直接商品の利用をすすめる  

ものに属する。  

銀行振替 ホデソガスイ．／   

これは生命保険の広告で、53年5月にやはり日刊新聞紙に載ったもの。「ホ  

デソガスイ」は、保険，電気料金（またほ電話料金）、ガス料金、水道料金の意  

味であろう。電文のような形で需要者の目を惹き、日常生活における保険の歪  

要性一というよりも保険の日常必需品化－を印象づけようとしたところが   
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面白い。「保険料も銀行振掛こ」という呼びかけの変形と見てここに配列した。  

たずねびん  
空びん、近くの酒屋さんへすく小づ吊れ。  

皆、心配している。  安酒一同   

ビ【ル慄追給合が53年5月日刊新開紙に掲載したもので、空びんの回収を  

呼びかけた広嘗である。需要家、消費者に呼びかける代りに、「たすね人」の  

形を借りていわは商品に呼びかけた形にしているところが面白い。  

6．勧告型（忠告型）   

呼びかけの変形とも見られるが、厄拷商品名を売り込もうとするのでなく、  

さりげなく消費者の軒i昧や盲点をついて、それらの弱点を広澤備品でカバ【す  

るように勧告する形のものである。数ほ多くないが、うまくポイントをとらえ  

ているものほ、なかなか面白い。  

課長の苦い撰 みないで済みます。   

53年5月に私鉄の車内で見かけたもので、サラリーマソ金融の広告である。  
什半ばに給料の前借りを課長や係長に願い出た経験を持つサラリ←マンは少く  

あるまい。その時の気まずい思いも大祇の人は経験しているはずだ。このコピ  

イはその点を巧みに衝いてローンの利用をすすめたもの。サラリーーーマンにして  

みれば、癒には障るが印象に残るコピイの一つであろう。  

見られてますよ  時計は人格   

52年10月雑誌に掲載されたもの。言うまでもなく時計の広告であるが、  

「見られてますよ」という勧告の形で時計の重要さを印象づけようとしたとこ  
ろが新しい手法と言えよう。  

となりの人の新聞をのぞいている人  
イヤホーンで何か聴いている人  
窓ガラスで掌をなおしている人  
みんな黙って貯めています   

52年11月に私鉄中内に見られた銀行の広告である。通拙昂りの車内風景を  

さりげなく写して、終りに貯芋をすすめているあたり、いかにも銀行らしいそ  

つのなさを感じさせる。間接的な形ではあるが、勧告型の一つと見られよう。   



相 原 林 司  

時には、夕食はテレビを消して。   

同じく銀行の広告で、52年12月やほり私鉄車内所見のものである。このあ  

とには多分、ト・・‥家族の会話を楽しもう」とでも続くところであろう。言いさ  

した形であるが、勧告型と見られる。銀行の業務内容には両様かかわりのない  

コピイであるが、銀行の広告には、こういう節約ムードづくり、団欒ムードづ  

くりのようなものがけっこう多い。業務内容や商品の実質的な有利さ（例えば  

預金の利率を他より高くする、貸出し金利を下げる、といったような）を独自  

に主張できないためでもあろうか。  

7．命 令 型   

広告の文章は、商品の有利性を強調したり、また、使用者や消費者に呼びか  

けたり問いかけたりして、その商品の購入に向わせるのが要諦であって、仮り  

にも消費者の反発を招くようなことがあってはならない。その観点からすれ  

ば、命令の文型など広告にはタブrなほすである。ところが実際には、この  

タブーを逆手にとって宣伝効果を挙げようというのであろうか、命令表現が時  

折、広告コピイにも登場する。  

晴れた眼で、読め。   

これはある出版社の文庫の広告で、51年ごろ東京地方の国鉄電車内によく見  

られたものである。同じ出版社が、52年12月、やほり国電車内に  

NEVER GIVE UP  

というのを掲げた。否定形をとっているが、命令であることに変りはない。一  

つには、こういう表現にほ出版朴f身の弓飢、自信のようなもりが託されている  

と見られる。ただし、こういう高姿勢はインテリを相手にする出版業だから、  

可能なので、他の商品には使いにくかろう。一般には同じ命令形を使っても、  

眉よ、熱く君を語れ  

のように、直接消費者に向けるのを避けた形をとるか、  

シリスギルナ、キミ。  

のように、一種のユーモアを漂わせて表現風教らげる工夫をするのが常であ  

る。前老は、55年4月ごろテレビに登場した化粧品のコマーシ ャルであり、後  

者は、53年4月、国鉄車内に掲出されたジーンズの広告である。後者は、ジ【   
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ソズをはいた尻の大写しが添えられていたことから、「シリ」に二つの意味を  

掛けたものと分かる。  

8．逆 説 型   

前項の命令型とやや性格の似たものに、開き怒ったり、常識にさからったり  

した表現をとった、逆説型とでも呼ぶべきものがある。  

裏頁のかたい人間に  
透明なウイスキ号＋など、まっかるまい。   

52年10月日刊新聞紙上に見られたもの。「ウイスキ←のイメ←ジが変りま  

した」などというのが普通の表現だろうが、あえて消費者に逆らうような言い  

方をとりながら印象効果をねらったものと思われる。  

自然をぬりかえることはできません。   

52年12ノ1ごろ私鉄中内に掲出された化粧品の広告である。白然はぬりかえ  

られない－化粧よりも素席の手入れが大切だということであろうか。とにか  

く、化粧品とは府■に塗るもの、という常識にあえて辿らった形をとったところ  

に特色がある。  

はじめて見た「おやじ」の涙。   

56年2月、私鉄中内所見のもの。結婚式場の広告である。普通、結婚にほ倭  

は禁物とされるが、ここではあえてそのタブーを破ることで、結婿のム【ドを  

ただよぁせ、使用者の関心を高めようとしたものであろう。その意味でこれも  

逆説塾の中に加えておく。  

9．報 告 型   

以上に挙げた型は、いずれも、販売する側から使用者・消費者に向けて言葉が  

発せられた形になっているが、この報告型から対話型、独白型までほ、いわば消  

費者自身の言葉を借りて広告にしているのが特色である。報告塾というのほ、  

消費者がその商品を使用した結果、あるいは利用の予定を辣告する、という形  

をとるもので、テレビの映像コマーシャルではしばしば用いられる手法である。  

ボクたち結婚いたします。   

結婚式場の広告で、52年11月、私鉄車内に塵出されたもの。一見無造作な  

表現のようであるが、「ポク」という片仮名書きに初々しさ（推さ？）を感じ   
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させ、それが「いたします」と改まった言い回しをとっているところに、一種  

のほおえましさを感じさせる。適齢期の子女をもつ規に対してはかなり訴求効  

果が大きいであろう。  

不思議ですね。遠い血を感じます。   

54年6月日刊新聞紙に掲載された、和月ほ、和装品の広告である。これは和服  

のもつ伝統芙とでもいうべきものを、それを着けた消費者の感想の形で表現し  

たものである。ひとりごとと取れないこともないが、敬体を用いた表現はやほ  

り報告の文体と取るべきであろう。  

その本を読んでから、彼女は言稟を選ぶようになった。   

ある出版社の文庫の広告で、54年6月新打j］紙上に掲載されたもの。これは消  

費者つまり本の読者の■【しtr二按の、拒告でほなく、その友人か知人かが報誓▲する形を  

とっている点が、こ丸までのものと少し変っているが、消費者側の報告という  

形で商品の有効性を訴えている点は同様である。   

10．対 話 型   

消費者ないし使用者どうしの対話という形で広告コピイが作られているもの  

である。報告型が独話形式をとることの多いのに比べると、   

ア、文中にしばしば、呼びかけの人称代名詞が用いられること   

イ、文末の表現に、呼びかけの終助詞が用いられたり、言いさしの形がよく  

とられること  

などの点で、読者に親しみやすく、柔らかい印象を与えるという効果がある。  

このつぎほあなたよ。   

54年4月に国鉄電市内所見のもの。ホテルの結解式場の広告である。式場の  

花嫁が友人に向ってささやいている形で、全体をイ反名讃きにしてあるのもソフ  

トな雰囲気を出している。  

なぜ、時計も若草えないの？  

きょうは草ベルト？ それともメタルベルト？   

時計バソドの広告コピイで、54年9月女性向けの雑誌に掲載されたものであ  

る。見方によってほ、問いかけ型の一稗ともとれるが、砕けた言い方が女性の  

対話を思わせるので、ここに分摩してみた。時計のバンドを取り替えることを、  

「着替える」と表現した面白さで読者の注意をひき、続いて「革ベルト？メタ   
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ルベルト？」と畳みかけた形で商品を明示したものである。  

サラブレットもプレスレットも、華賓な手さばき。  

どう？ この陳まえ  

ダイヤモンドは私のファッショソ   

ダイヤモンドの広告で、54年4月女性向けの雑誌に掲載されたものである。  

言うまでもなく、乗馬を楽しむ近代的な女性の姿を写しながら「サラブレッり  

「プレスレット」という似た者の語を髄べて表現をリズミカルにし、その腕に  

はめたプレスレットに輝くダイヤモンドを引き出す形になっている。   

11．独 自 型   

消賢者や使用者のモノローグの形をとったコピイである。対話型のような華  

やかさや賑やかさにほ欠けるが、襲感のこもったつぷやきをそのまま伝えるこ  

とができる、というのが利点であり、けっこうよく見かけるものである。  

“座りたいな”と思いはじめる駅に自宅があれは……。   

不動産会社の広告で、53年2月、私鉄車内所見のもの。大都市圏の通勤者の  

心情を巧みに衝いたコピイだと言えよう。こういうコピイは、やはり、通勤電  

車の内に掲示してほじめて効果を挙げるものである。  

せっかくの休み、つぶれちやった。   

54年9月、私鉄の車内所見のもので、広告主は、ある運送会社である。若い  

娘が日曜日にアパートの引越しか何かをした、という想定で作られたもの。商  

品の便利さ、有効性を、いわば柔から訴えた形である。  

昔、母ほ親戚を回って歩いた。  

などというのも、同じく轟から訴えて訴求効果に重みを持たせようとしたもの  

であろう。54年6月、私鉄（東京都内の地下鉄）で見掛けた、ある信用金庫の  

広告である。言うまでもなく、訴求の本当のねらいは、「今ほこういう便利な  

もりがあるから……」ということにある。  

おまえも逃げ足が早そうだな7。   

53年6月、私鉄車内所見のもので、広告主は某都市銀行。「おまえ」は、掲  

出時期からみて、貰ったばかりのボーナスであろう。オアシを「逃げ足」に掛  

けたとすれば、やや陳腐な修辞であるが、ともあれ、若いサラリ←マンのつぶ   
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やきの形で間接的に貯蓄をすすめているところは、一種のユーモアもあって押  

し付けがましさが軽減されている。  

景気がよかった頃は、   

会議もスムーズに流れていたっけ。   

テープレコーダーの広告で、53年5月、私鉄車内所見のものである。会議も  

このテープレコーダーのテープの回転のように、円滑に進行していた、という  

思い入れであろうか。あるいは、議事を録音するテ←プレコーダ「が、不景気  

の今はしばしばストップしがちである、の意味ででもあろうか。いずれにして  

も、直接に商品の宣伝とは結び付かない表現であって、間接的な訴求効果をね  

らったものと恩まっれる。   

12．連 想 型  

商品名など広告の対象となるものを置柊コピイの中に表現せず、一見、それ  

らとは無関係な内容をコピイに盛って、読者がそれから連想をはたらかせて商  

品に想到することをねらったもの。一校のなぞ解きである。なぞ解きという点  

では、前掲のテープレコーダーの広告もその要素が濃いが、ここでは、特に連  

想判断の債向の著しいものを拒めてみた。  

つけもの上手の奥さん……なんていいものよ。   

52年12月、私鉄（大阪市内の地下鉄）車内で採録した銀行の広告である。  

掲出の時期から考えて冬季ポ【ナスの芋白金の獲得をねらったものであろう。そ  

れを、つけもの上手→家計のやりくり上手→貯蓄→銀行預金という連想で商品  

に到達させる工夫と思われる。なお、初冬という季節に合わせてつけものを出  

したのも面白い。  

ばたんのはなには なりません   

55年9月に国鉄の電車内に掲出されたもので、シルバーシートの使用に注意  

を喚起するためのキャンペーンの一種である。広告とは違うが、コピイとして  

の性格は共通するであろう。“立てはしやくやくすわれlまぼたん……” という  

成句に引っ掛けて、若い女性に呼びかけたもの。ぼたんの花にはならない→シ  

ルバーシートにはすわらない→老人に席を譲る、という連想型である。国鉄  

ほ、この種の成句をもじったキャンペーンがお好きなようで、同じくシル′㍉－  

シ←－ト使用の注意をうながしたものに、『論語』のく三十而立〉をもじって、   
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清六歳にして立つ  

というのがあった。効果の捏はともかくとして、コピイとしては面白い作り方  

である。   

1乳 雰囲気型   

商品の特性や効能とは僑拝何の関係もない。と言って、何かを連想させるも  

のがあって、それが商品に結び付くというのでもない。いわば一種の雰囲気を  

作って、読者の目を惹き、商品り方へ導こうとするように思われるコピイがあ  

る。  

地球は、きょうも南向き。   

53年5月に私鉄車内所見のデパ←トの広告のコピイである。意味はいささか  

曖昧であるが、「南向き」というところに、暖かさや和やかさが感じられ、そ  

れが消費者の気4中らを明るく積極的にすることをねらったものであろう。一般  

に、デパ「トや銀行など、特定の商品の利点を強調しにくい業種にこの種の広  

告が多いように思われる。  

わが家ほ、陽だまり   

52年12月に、やはり私鉄車内の広告に見られたもので、銀行の広告である。  

これがもし、不動産会社などの広告ならば、表示塾に分頼されるところである  

が、銀行の広告であるからそうはならない。やはり、幸福な家庭、明るい生活  

といったものを暗示して、そのような雰題気に消費者を誘い込むことをねらっ  

たものと思われる。  

一丁目には一丁目の顔がある。   

54年7月、関西の私鉄車内で見かけた、県の警察官募集のポスターである。  

意味は、一つ一つの地域にそれなりの特色がある、ということであろうが、そ  

れが派出所勤務の警察官の表情を思わせるところがあって面白い。ただ、ボス  

タ←の製作者としては、地域性を強調した、親しみやすい言葉で気楽な応募を  

ねらったものであろう。そのような観点からは、雰囲気塾に分類するのが妥当  

と思われる。   

以上が訴求効果から試みた分群である。これは、製作者の立場からの分類と  

いうよりは、筆者が一人の消費者、一人の読者としての立場に立って、それぞ   
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れのコピイの効果を考えたのであるから、製作者の意図に合致しているか否か  

は必ずしもわからない。また、コピイによっては、この分析の二つ以上の項目  

に該当すると思われるもの、あるいは、どれに入れてもはみ出しそうなものも  

ある。この分狩ほ、比較的多く見られるもの、特徴のはっきりしているものに  

ついて試みたものと考えていただきたい。   

B．修辞効果による分類  

広告コピイは、集約された表現、簡滞な表現で、消費者、使用者の関心を惹  

くのがその生命である。そのためには、まず読む人に注目してもらい、興味を  

持ってもらわなければならない。そこで、コピイほ、さまざまな修辞法を駆使  

して表現に工夫を凝らす。その修辞の面で特徴のあるものを選んで考察を加え  

ようというのが、本稿後半のねらいである。   

1．数字の利用   

数字というものほ、言葉以上に具体的、客観的であるという印象を見る者に  

与え、それなりになかなか説得力を持つものである。従って、広告の文章でも  

数字を利用する例が多い。先に〈表示型〉の例に挙げた「街づくり17年」など  

も数字を利用した例であるが、  

異常憩緻注意辞／ おもしろさ120％．／  

などというのも、慣用句をもじって面白くすると共に、数字を使って効果をあ  

げることをねらったものであろう。56年1月、日刊新聞紙上で採録した、文庫  

本の広告である。  

一万円を6日利用して  

週刊誌1冊分（150円）の利息。  

この気軽さを上手に使いたいですね。  

というのは、52年11月ごろ私鉄の車内に見られた、サラリーマン金融の広告  

であるが、サラリーマンが帰宅途中に気掛こ読み捨てる週刊誌の価格を利用し  

たあたり、なかなか巧妙なコピイ作りと言えよう。   

ただし、数字は、巨街になれは別であるが、一般㌢こほ地味で、文字ほどに印  

象効果が大きくない、という欠点を持つ。そのために、コピイに使って効果を  

挙げるにも、ある限界があると思われる。   
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2．文字の効果   

日本語の表記に使われる漢字、ひらがな、かたかな、－コーマ字ほ、それぞれ  

に見る人に与える印象が違う。従って、形の短いコピイなどでは、文字の組み  

合わせや配置に特に神経を使うのであるが、中に、文字の与える印象効果を積  

極的に利用しようとしているものが見られる。  

艮味涼風   

56年6月、私鉄車内所見のもので、英子（カステラ）の広告である。「艮」と  

「汲」が韻を踏んだ形になっているのも気がきいているが、漢字四字で四角に納  

まっている点が、カステラの形を連想させるところが面白い。この会社は「時  

流超越」というコピイも出している。このほうは老舗の風格を強調したもので  

あろう。このほか、「ゆれるまなぎし」（化粧品）は、すべて仮名責きにするこ  

さらめ とで、ソフトな感じを、「埴く世界への誘ない」（腕時計）は、あえてむずかし  
い懐字を使うことで、商品の重厚さを、それぞれ強調したものと思われる。   

文字効果をねらったコピイで、よく見られるものに、文字遊びがある。例え  

ば、  

抜けはじめてオっかる  
髪は長～い友だち。  

という養毛剤の広告（53年3月、週刊誌所見）など、漢字を巧みに分解した面  

白い作り方で有名になった作品である。その他、〈解説塾〉に採録した「Ⅰが結  

ばれ 今日から We」など、ロ・－マ字を面白く使って、掛けことばふうに仕  

立てた例である。「Yon・も・アッ．／」（56年6月、月刊雑誌掲載のカメラの広  

告）なども同じ仲間であろう。この種の修辞法は見た目が面白いので、けっこ  

うあちらこちらに見受けられる。  

3一 掛けことば   

日本語の修辞法の中で、背から多く慣われ、また最も手軽に使えるのがこの  

掛けことばと次の音数律である。従って、広告コピイの修辞法でも最も数が多  

い。前項の文字運びの中にもすでにいくつか掛けことばが含まれているが、  

しめたッ．／  

というネクタイの広告（54年7月、日刊新聞紙掲載）などは、最も端的に掛け   
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ことばを利用した例である。（なお、このコピイは、．／にネクタイそのものを  

暗示して、文字面の効果もねらっている）。その他、「愛す、コーヒー」（54年  

9月、輿茶店の店頭広告）、順良煙の仲」（53年国鉄車内の禁煙キャンペーン）、  

「暑さ、そろそろ。楽園クールクール」（53年5月，日刊紙掲載の室内冷房の広  

告）など、すべて同種の修辞であるが、中にほ、  

乙女の髪、清く、フケなく、美しく  

少年フケやすく、学成りがたし  

（53年6月、テレビ所見のシャンプーの広告）のように、掛けことばの他に、  

対比や成句のもじりなどを織り込んだ、にぎやかなコピイもある。  

4．音 数 律   

読みやすく、耳触りもよい、ということで、音数律もコピイには不可欠の修  

辞である。コピイの大半ほ、五七調か七五調になっていると言ってもよい。  

ひと 駅つづき。素敵な女の通い道。  

というのは、52年11J了、私鉄車内所見の商店街の広告であるが、きれいに  

五・七■五のリズムを保っている。あるいは、「男ひとすじ松並木」（56年5  

月、国鉄車内所見、国鉄観光広告）、「心がふれあう 明るいF！・一ソ」（52年10  

月、私鉄車内、サラリーマン金融）など、いずれも、七・五、あるいほ七・七  

のリズムを利かせてある。また、「感謝のボーナス 備える決心」（53年11月、  

日刊紙掲載、銀行）や、「でたとこ膵負よ、ぶきっちょニキビ。」（54年6月、  

化粧品）などの例ほ、必ずしも七五調とは言えないが、前後の句の音数をそろ  

えて、リズミカルな響きの効果をねらっていることは間違いない。  

5．畳語効果   

同じ言葉、またほ同じ準きの言葉を重ねて、表現をリズミカルにし、面白く  

するのが畳語効果である。例えば、  

見栄ボトル。 肩書きボトル。 無難ボト／レ。  

というウイスキーの広告（55年12月、私鉄車内）などがその例。掲出時期が  

不詳であるが、私鉄車内所見の、不動産の広菅で、  

駅が見える。 街が見える。 蘇が見える。   
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というのなどは、畳語の而自さを生かしながら、しかも物件の便利さと環境の  

よさを巧みに強調していて目を惹いた。その他、「弱酸性、香成。」（54年9月、  

日刊紙上、ベビーパウダー ）などは、同音語をうまく重ねて効果を挙げている  

例である。  

6．頭韻効果   

日本語は、音韻律を効果的に攫うのがむずかしい言葉だと言われているが、  

言葉遊びや俗謡などではけっこう音韻律を用いて効果を挙げている例もある。  

これほ、成功すれぼ読者の印象に麿りやすいものだけに、コピイの世界でもか  

なり工夫されているようで、数は少いが、  

アイデアが アイドルを生んだ。  

のような例がある。これほ、53年9月、日刊新聞に掲載された、某デパートの  

〈アマチュア手づくり傑作展〉の広告であるが、頭韻を形成している二語が外  

来語である点、少し特別な例と言えるかもしれない。そう言えば、「愛 編む  

編み機」（編み物機械、採録の年月・場所不詳）なども、頭韻の面白さをねら  

ったものと思われるが、〈Iam〉と掛けことばにしてある。その他、「海が凪い  

だら、サウンド・サーフイン」（54年6月、女性向雑誌、エレクトーン）、  

「Go）dBikeforGoodLife」（採録の年月・場所不詳、オpトパイ）などがあ  

るが、いずれも外来語や外国語を使ったものである。和語や漢語で頭韻効果を  

挙げるのはむずかしいのかもしれない。  

7．脚書員効果   

頭韻に比べて脚韻のほうは、日本語でもいくらか使いやすいらしく、時折、  

そうした効果をねらったものを見掛ける。  

探まるか、愛。 輝くか、目。   

53年11月、私鉄車内所見。デパ【トの歳末セールの広告である。ねらいは  

贈物の効果を強調することにあると思われるが、「か」を重ねて畳みかけたと  

ころに印象的な修辞効果が見られるであろう。その他、「北海道 でっかいど  

お」（53年9月、国鉄寺内、航空会社）、「すてきなプラン ゆとりのローン」  

（56年6月、国鉄車内、サラリーマン金融）など、音数律と併用した形で、脚  

韻が効果を挙げている例も多い。   
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8．パロディ効果   

狂歌・替え歌など、日本には′ミロディの伝統がなかなか盛んである。それを  

継承してか、コピイの世界でも、ことわぎや故事成語をもじって面白くしたも  

のが時折見受けられる。  

カミすりあうは、他人の迷惑。  

というのは、52年11月、国鉄電車内に見られた国鉄のキャンペ←ソである  

（混雑する車内で新聞を拡げないでくれ、の意味）が、「袖振り合うも他生の緑」  

のもじりで、しかも、〈カミ〉に「祇」と「髪」とを掛けたのがミソであろう。  

く連想型〉に挙げた「ぽたんのはなには なりません」「滞六歳にして立つ」な  

ども成句のもじりであって、国鉄のキャンペーンにはこの種のものが多いよう  

である。  

適材通照  

ほ、54年9月、月刊雑誌掲載の照明器具の広告であるが、r適材適所」を一字  

だけ変えて、巧みに訴求効果を挙げている。この種のものでは、他に桔解式場  

の広告で「愛縁害繚」（55年、私鉄車内）というのがあった。「合縁奇縁」をも  

じったものであろうが、もとの言葉がどれだけ若い人に知られているか、疑問  

なので、′ミロデイ効果については、いささか心もとない。その他、「お・先・  

ま・っ・白」（54年6月、国鉄電車内、メガネ）など、「お先まっ暗」をもじり  

ながら、視力検燕麦を思わせる表記法が用いられていて面白い。また、有名な  

映画のタイトルを借用した「わたしの彼ほお熱いのがお好き」（採録の場所・  

年月不詳、陶器）など、しやれたものもある。  

9．ものはづけ   

この修辞も、『枕草子』以来、日本の文芸でほおなじみのものである。コピ  

イの世界でも、数は少いが、次のようなものがある。  

まざっていいもの  
ゴルフの飛ばし昆と寄せ上手  
ワ∵／ベアとスリーカード  

週日と祝日  
ギターとフォークソング   



広告コピイの表現の研究   

カラオケと演歌  
焼‘酎甲額と乙顆のブレンドされた00  

53年3月、私鉄軍内新見の焼酎の広告である。まブ－  

詰まったら困るもの  
外野フライ  
土俵ぎわ  
王様（将棋）  

排水管  

（54年6月、国鉄電車内、排水管）というようなものもある。ま17こ、玖ソ）よう  

なのも、「ものはづけ」の変形と見られよう。  

サラリ←マン十則足  
忍び足 逃げ足 無駄足 浮き足 勇み足   

抜き足 二の足 駆け足 千鳥足亘垂r  

（54年5月、私鉄車内、製革会社）  

コピイの修辞というのも、こうなると遊びの要素が強くなり、品位もいささか  

落ちるので、商品の範囲も限られるし、広告の副菜にも疑問が生じるのではあ  

るまいか。   

10．比喩・対句その他  

時を買う  
都心から都心へ  

（55年7月、日刊新聞紙上、不動産〈マンショソ〉）などほ、刺かケ便利さを暗  

喩ふうの言い方で端的に示したものであり、  

まだ、夢枕。  

ボーナスで海外旅行なんて、まだ夢の世界だという  

のが夫のこころ。  

もう、草枕。  

ボーナスだからこそ夢も現実、南の島を旅先に選ん  

だのが妻のこころ。  

（56年5月、日刊新聞紙上、地方銀行）などは、対句仕立てで、銀行融資の有   
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効な利用を呼びかけたものになっている。この他、漠詩や近代詩ふうに仕二1二′て  

たり、尻取りを使ったりなど、コピイの修辞ほ、ことばの技巧のすべての石川∴  

にわたっていると言ってよいほど、変化に寓む。   

おわり に  

以上、訴求効果と修辞効果という二つの面から、現代の広告コピイの文章表  

現を分界し、考察を加えてきた。広告宣伝は企業活動にとってもっとも重要な  

一面を占めるほずであるから、広告コピイというものも、各企業が細心の注意  

と多大な労力・経費を費やして製作しているに違いない。従って、これを本格  

的に研究するには、やほりそれに対応するだけの規模の組織を作り、年月をか  

けて行わなければ見るべき成果は挙がるまい。従って、今回私が試みた考察  

は、現代文章の表現の一環としてコピイのほんの一部を対象としたものにすぎ  

ず、とうてい〈研究〉などと言えるものではない。   

しかし、近年の出版界における書き方ブーム（文革作法に関する書物が毎年  

20～30点出版されるという3））にもかかわらず、こうした方面の文章研究を正  

面から取り上げたものは、管見の範閲ではほとんど見当らない。『コピー年鑑』  

のようなものは毎年出版されているが、これはただその年の代表的な作品を何  

十点か収集したものにすぎない。その恋味で、私のこのささやかな試みが、現  

代の膨大な広告の世界にかすかな爪跡でも付けることができたら、と柄にもな  

い野心を抱くのである。   

今回の考察を通じて感じたことは二つある。訴求効果に関しては、そのさま  

ざまな表現方式を分類してゆくと、現代の文章で効果的な表現技法と言われて  

いるものがその中にほとんど含まれるだろうということである。また、修辞効  

果に関してほ、さまざまな試みがある中に、伝統的な修辞法がなお大勢を占め  

るということである。もとより、訴求効果を考える上では、商品の在野、広告  

の主要な対象となる階層（性別、年齢層など）などを考えに入れなければ、考  

察に万全を期しえないし、修辞効果では、文字の大小や配置、あるいは映像と  

文字との関連というようなことも重要な意味を持つ。そう考えると、この方面  

の研究も、今後に残された課題が非常に多いことに気付くのである。   

（注）1）五十嵐 力「新文章講話」（1909年）による。  
2）同上書517ページ  

3）樺島忠夫「文章構成法」（1980年）による。   


